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冬の夜空でみられるぎょしゃ座は、
黄道十二星座ではありませんが、輝星
カペラと、まとまりのいい将棋のコマ
のような五角形の星列が人目をひき
やすく、古くから人々に親しまれ
てきた星座です。
ぎょしゃ座は馭者、つまり運

転手を意味します。古代バビ
ロニア時代には子羊を抱いた
老人や、車に乗る馭者の姿が
えがかれていたようです。
中国でも、この五角形を
五車（ごしゃ）と呼んでい
たことから、やはりどこか車
を想像しているところがある
ようです。
日本でも、五つ星（いつつ

ぼし）や五角星（ごかくぼし）
など、様々な呼び名があります。
五つ星はカシオペヤ座のことを呼ん
でいる地方もあり、まぎらわしいです
が、五角星となるとぎょしゃ座しかあ
りません。星といえば三角形や四角形
を思い浮かべる方も多いかもしれませ
んが、五角星の五角形、五車のぎょ
しゃ座も覚えておいてください。

編集後記

新年を迎え、今年はこんな
ことにチャレンジしてみよう
とか、素敵な年にしたいとか、
気持ちを新たにされている方
も多いのではないでしょうか。
そこで、これまで見たこと

がないようなマイナーな星座
に挑戦するのはいかがでしょ
うか。８８星座の中に一つで
もお気に入りが見つかるかも
しれません。その手始めに、
まずは今年のえと、うさぎ座
を探してみましょう。
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冬の五角形 輝くにじ星

※当日受付・参加無料です。
※天候不良時は中止です。（通常３時間前に決定します）
※マスク着用、手指消毒をおねがいいたします。

日時：１月２８日（土）１８：００～１９：３０
場所：博物館前市民公園
内容：月・火星・木星を見よう

博物館主催きらら号観望会

カペラは日本の一部地域で虹星（に
じぼし）と呼ばれていました。緑色に
輝いたかと思うと次の瞬間真っ赤に、
ピンクに、紫にと鮮やかに色が変わっ
て見えるため、こう呼ばれるように
なったと言われています。
こうした現象は、地平線の近く
の激しい気流や、密度の違う空
気の層が影響しています。しか
し、地平線の近くではどの星に
も共通の現象で、カペラだけに

起こるものではありません。
ここで、カペラは天の北極に

近く、日周運動によるみかけの
動きが遅いため、地平線近くで
見られる期間が長い星です。さ

らに、気流が特に激しい冬にのぼ
る星でもあります。こうした特徴

から、大気の影響を受けやすく、
様々な色に輝いて見えるのです。
また本来2等以下の暗い星は、人間

の目に色を感じさせにくいとも言われ
ています。一等星の中でも特に明るい
カペラが、冬の空の高い位置で輝いて
いるからこそ、その色の変化を楽しま
せてくれていると言えるでしょう。

小さなうさぎと真紅の目

１月の月

１月15日21時の星図
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2024年、今年のえとはうさぎですね。実は夜空にもうさぎ座という星座があり
ます。うさぎ座は、オリオン座のすぐ南に接する小さな星座です。これといって
明るい星があるわけでもありませんが、丁寧に星をたどると前足、後ろ足、大き
な耳までそろっていて、ちゃんとうさぎにみえます。さらに星座の位置関係から
想像されるのは、狩人オリオンの猟犬であったおおいぬ座に追われ、オリオンの
足元で「万事休す」とうずくまっている姿です。
そんなうさぎの顔の辺りにはクリムゾン・スターと呼ばれる、まるでうさぎの

目のように赤い6等の星があります。クリムゾンは真紅という意味ですが、その名
にふさわしく真っ赤な色をした星です。実はこの星、約432日という長い時間をか
けて、6等から11等に変化する変光星として知られています。最も明るい極大期と呼ばれるころでも肉眼で観察すること
は難しい星ですが、望遠鏡で覗けばその真紅の輝きに魅了されるはずです。

拡大図

クリムゾン・スター
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